
大手ポータルサイトやFacebook、TwitterなどのSNSは多くの学生に
就職活動のツールとして活用されています。
これらは「オンライン就活」と位置付けられており、大手企業を中心に活用されています。
それに対して「オフライン就活」とは、企業と学生が直接会って
コミュニケーションをとることを意味します。
近年、「オフライン」で独自に接点を持つ採用活動が学生を採用するうえで重要視されています。




